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第 1節 肖‘"J
・

防

初
期
の
消
防

風
勢
の
強
い
当
地
方
は
、

は
住
民
の
重
大
関
心
事
の
一
っ
で
あ
り
続
け
た
。
明
治
九
年
（
了
八
七
六
）
五
月
、
県
当
局
の
通
達
に
よ
っ
て
、

県
内
の
消
防
組
は
す
べ
て
警
察
出
張
所
（
翌
十
年
に
警
察
署
と
な
る
）
に
従
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、
消
防
は
犯
罪
予
防
と
捜

査
と
と
も
に
、
警
察
の
主
要
業
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
十
七
年
八
月
、
県
は
「
消
防
組
設
立
規
則
」
を
定
め
、
公
立
・
私
立
の
二
本
立
て
体
制
を
と
り
、
消
防
頭
・
消
防
副
頭
・

消
防
小
頭
・
消
防
夫
を
置
い
た
。
こ
の
う
ち
私
立
消
防
組
は
、
二
十
七
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
大
奥
村
は
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
二

の消
部
長
、

そ
く
と
う

嘩
筒
（
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
）

日
、
消
防
組
を
大
間
に
設
置
し
た
。
竹
内
安
五
郎
が
組
頭
に
就
任
し
、
小
頭
四
人
、
消
防
夫
九
五
人
と
い
う
陣
容
で
あ
っ
た
。

大
正
四
年
(
-
九
一
五
）
六
月
二
十
六
日
、
こ
の
消
防
組
の
改
組
に
伴
い
、
小
頭
五
人
、
消
防
夫
一

0
0
人
に
増
員
し
、
大
奥
村

消
防
組
と
改
称
し
た
。
組
を
二
部
に
分
け
、
大
間
を
第
一
部
（
蛯
子
長
太
郎
部
長
、
一

0
四
人
）
、
奥
戸
を
第
二
部
（
高
松
市
之
助

と
称
し
た
。
こ
の
と
き
、
竹
内
安
五
郎
は
組
頭
を
辞
し
、
そ
の
後
任
に
は
佐
々
木
吉
三
郎
が
就
い
た
。
各
部
に

一
台
と
、
竜
吐
水
・
纏
・
提
灯
・
大
桶
・
小
桶
・
梯
子
・
鳶
ロ
・
刺
又
．
斧
．
鋸
な
ど
消
火
活
動
に
必

1
0
四
人
）

設防

立組

第

一

節

消

い
っ
た
ん
出
火
す
る
と
瞬
時
に
し
て
大
火
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、

防

そ
れ
だ
け
に
、
消
防
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歴

代

氏

名

就

任

要
な
器
具
を
備
え
た
。

退

任

大
正
七
年
五
月
九
日
、
防
火
の
重
要
性
を
認
識
し
た
部
落
の
有
志
が
相
会
し
て
、
郡
下
の
町
村
に
先
駆
け
て
大
間
火
災
予
防
組
合

を
設
立
し
、
初
代
組
合
長
に
阿
部
勝
寿
が
就
任
し
、
組
合
員
二
三
人
が
交
代
制
で
毎
夜
、
村
内
の
夜
警
を
行
い
火
災
予
防
の
任
に
当

大
正
十
年
十
月
五
日
に
、
手
曳
き
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
ニ
台
を
購
入
し
て
、
第
一
部
と
第
二
部
に
配
備
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
六
月

一
日
に
、
市
原
式
四
段
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
を
購
入
し
て
、
第
一
部
に
配
備
し
一
層
消
防
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
同
組
合
は
大
正
十
二

年
五
月
一
日
、
大
間
火
災
衛
生
組
合
に
改
称
し
て
、
そ
の
日
常
活
動
を
広
げ
た
。
毎
月
、
塵
捨
場
の
整
理
や
、
各
戸
の
井
戸
の
管
理

に
留
意
す
る
こ
と
で
、
村
民
の
消
防
意
識
の
向
上
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
年
(
-
九
二
七
）
に
は
、
村
内
六
か
所
に

昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た
深
刻
な
不
況
で
、
当
地
方
の
男
性
の
多
く
は
北
海
道
へ
の
出
稼
ぎ
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
消
防
組
に
大
き
な
欠
員
が
生
じ
、
村
民
を
不
安
に
陥
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
欠
員
を
埋
め
る
た
め
昭
和

二
年
(
-
九
二
七
）
三
月
二
十
五
日
、
奥
戸
女
子
消
防
応
援
団
が
発
足
し
た
。
続
い
て
六
年
一
月
八
日
、
大
間
女
子
消
防
応
援
団
の

発
足
を
見
た
。
こ
の
年
、
大
間
と
奥
戸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四

0
馬
力
と
三

0
馬
力
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
が
配
置
さ
れ
て
、
大

間
警
察
分
署
管
内
の
消
防
設
備
は
理
想
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

昭
和
九
年
三
月
二
十
一
日
の
函
館
大
火
（
焼
失
二
万
四
一
八
六
戸
、
死
者
二

0
五
四
人
、
行
方
不
明
六
六
二
人
）
に
は
、
大
間
か

ら
多
数
の
消
防
組
員
が
渡
海
し
て
、
そ
の
救
援
に
当
た
っ
た
。

大
奥
村
消
防
組
歴
代
組
頭

女

子

消

防

応

援

団

公
衆
便
所
を
設
置
し
て
い
る
。

た
っ
た
。
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国

土

防

衛

の

任

務

四
代

五
代

六
代

大
正
一

O・

昭
和
―
ニ
・

昭
和
と
改
元
以
来
、

そ
れ
に
伴
い
、
国
防
体
制
の
整
備
と
強
化
は
国
民

の
重
大
な
義
務
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
消
防
組
織
も
本
来
の
消
防
業
務
に
加
え
、
国
士
防
衛
の
任

務
を
担
う
組
織
へ
と
変
遷
し
た
。

昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）

四
・
一
―
―
・
ニ
八
ー
昭
和
―
ニ
・

わ
が
国
は
次
第
に
戦
時
体
制
へ
移
行
し
、

一
月
二
十
五
B
の
勅
令
二

0
号
で
「
警
防
団
令
」
が
公
布
さ
れ
、
県
で
は
こ
の
法
令
の
施
行
に
先
立

大
奥
村
で
は
警
防
団
令
の
公
布
以
来
、

ち
消
防
課
を
廃
止
し
、
警
防
課
に
併
合
し
て
事
務
の
統
一
を
図
り
、
警
防
団
の
発
足
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。
同
年
三
月
九
日
に
は

県
令
第
一
九
号
「
警
防
団
令
施
行
規
則
」
や
「
警
防
団
施
行
規
則
取
扱
心
得
」
（
県
訓
乙
第
―
二
三
号
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
各
警

察
署
長
は
管
下
各
市
町
村
長
や
消
防
組
頭
を
集
め
て
種
々
協
議
し
、
四
月
一
日
の
施
行
日
に
間
に
合
う
よ
う
に
準
備
を
進
め
た
。

田
名
部
警
察
署
の
指
導
の
も
と
に
改
組
の
準
備
を
進
め
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
に
「
大

奥
村
警
防
団
」
と
改
組
し
た
。
こ
の
警
防
団
は
、
防
空
業
務
を
担
当
し
て
い
た
防
護
団
と
消
防
組
と
を
合
併
さ
せ
て
、

警

防

団

興
村
金
次
郎

熊

谷

寛

三

郎

昭

和

四
・
―
ニ
・
ニ
七

五
i
昭
和
一
四
・

四 四

三
代

竹
内
安
五
郎

佐
々
木
吉
三
郎

藤
田
政
五
郎

蛯
子
長
太
郎

四

一
ー
昭
和

大

正

五

四

-
1
大
正
一

0・

二
代

大

正

四

六
・
ニ
六
i
大

正

五

初
代

明
治
三
九
・

五
・
ニ
ニ

i
大
正

四

； 口
六
・
ニ
五

よ
り
強
力
な
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も
直
接
的
に
戦
禍
に
巻
ぎ
込
ま
れ
る
事
件
が
相
次
い
だ
。

大
奥
村
警
防
団
は
二
部
制
を
一
―
分
団
制
と
改
め
た
。
ま
た
、
下
北
郡
の
北
通
り
三
か
村
で
青
森
県
警
防
議
会
大
間
支
部
を
結
成
し
、

初
代
支
部
長
に
大
奥
警
防
団
長
の
新
田
熊
太
郎
が
就
任
し
、
三
か
村
消
防
応
援
協
定
を
結
ん
だ
。

昭
和
十
五
年
か
ら
は
天
皇
陛
下
の
消
防
組
御
親
閲
（
昭
和
四
年
一
月
六
日
を
消
防
記
念
日
と
し
て
い
た
）

防
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
と
な
り
、
大
奥
村
で
は
一
月
五
日
に
出
初
式
を
挙
行
し
、
応
召
警
防
団
貝
の
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
と

と
も
に
、
大
日
本
警
防
協
会
梨
本
総
裁
宮
殿
下
か
ら
昭
和
十
四
年
六
月
二
十
」
ハ
日
に
賜
っ
た
令
旨
の
奉
戴
式
を
行
っ
た
。

戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
(
-
九
四
二
）
＋
一
月
三
日
の
町
制
施
行
に
よ
っ
て
大
間
・
奥
戸
・
村
木
の
各
集
落
を
一
丸
と
し
て

警
防
団
県
下
で
二
九
番
目
の
町
と
な
っ
た
。
ま
た
、
政
府
は
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
が
ま
す
ま
す
激
化
す
る
こ
と
を
予
測
し

て
、
早
く
か
ら
防
空
体
制
の
整
備
に
努
め
、
陸
海
軍
の
み
な
ら
ず
一
般
国
民
を
も
動
貝
し
て
、
地
域
ご
と
に
防
空
体
制
の
組
織
化
を

図
り
つ
つ
あ
っ
た
。
全
国
防
空
協
会
青
森
県
支
部
の
発
足
も
、
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
八
年
に
入
る
と
、
青
森
県
の
近
海
で

大
間
町
で
は
戦
時
下
の
警
防
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
財
政
事
情
が
逼
迫
し
て
い
た
中
で
、
初
の
消
防
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ド
九

は
敵
の
上
陸
に
備
え
て
竹
槍
訓
練
な
ど
も
指
導
し
た
。

防
空
消
防
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
団
長
、
副
団
長
お
よ
び
団
付
部
長
を
も
っ
て
団
本
部
を
形
成
し
、

部
隊
の
運
用
を
総
合
的
に
指
揮
し
た
。
ま
た
、
そ
の
傘
下
の
分
団
は
分
団
長
を
部
隊
の
責
任
者
と
し
て
、
消
防
部
と
警
報
部
に
分
か

れ
、
消
防
部
に
は
消
防
班
と
工
作
班
を
置
き
、
警
報
部
に
は
警
報
班
と
救
護
班
、
燈
火
管
制
班
か
謹
か
れ
た
。

警
防
団
時
代
は
、

わ
ず
か
六
年
間
（
名
称
は
終
戦
後
一
一
年
間
続
い
た
の
で
実
際
に
は
八
年
間
）

の
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
杜
会

の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
動
の
中
で
、
時
局
に
即
応
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
、
警
防
団
員
は
消
防
活
動
と
と
も
に
防
空
業
務
に
も
携
わ
っ

て
い
っ
た
。
ま
た
、
戦
況
の
緊
迫
に
伴
い
、
住
民
を
集
め
て
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
な
ど
の
防
空
消
火
訓
練
や
救
護
訓
練
を
行
い
、
さ
ら
に

の
日
を
記
念
し
て
、
警
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第 1節 消 防

歴
代

初
代

名

新
田
熊
太
郎

氏
大
間
町
警
防
団
歴
代
団
長

昭
和
一
四
・

就

任

四

-
1
昭
和
ニ
―
•

退

任

， 
ノ‘

四

五
馬
力
）
を
導
入
し
、
常
備
機
関
貝
二
人
を
配
置
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
大
間
在
住
の
坂
平
次
郎
よ
り
竜
吐
水
ポ
ン
プ
一
台
が
寄

贈
さ
れ
、
第
一
分
団
へ
配
罹
さ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
に
入
る
と
、
わ
が
国
の
敗
色
は
ま
す
ま
す
濃
厚
と
な
り
、
県
内
で
も
青
森
市
を
は
じ
め
各
地
で
防
空
濠
づ
く
り
が
強

力
に
推
進
さ
れ
、
県
民
も
切
迫
し
た
戦
局
を
肌
身
で
感
じ
取
ら
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
は
本
土
空
襲
も
現
実
化
し
て
き
た
た
め
、
警

防
団
の
組
織
強
化
を
目
的
に
副
分
団
長
や
分
団
付
部
長
を
新
た
に
設
け
、
さ
ら
に
警
報
部
を
警
護
部
に
改
め
て
警
備
班
を
新
た
に
設

置
し
、
人
員
も
増
貝
す
る
な
ど
組
織
の
強
化
拡
充
を
図
っ
た
。

昭
和
二
十
年
に
入
る
と
、
空
の
脅
威
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
た
た
め
に
、
青
森
県
警
防
課
で
は
県
内
各
市
町
村
に
防
空
特
攻
隊
の

結
成
を
指
示
し
た
。
三
月
二
十
四
日
に
は
県
内
で
一
斉
に
燈
火
管
制
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
三
月
二
十
七
日
に
は
空
襲
管
制
が
実
施
さ

れ
た
。六

月
以
降
は
大
湊
警
備
府
管
区
（
大
湊
要
港
部
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
直
前
の
昭
和
十
六
年
＋
一
月
二
十
日
に
昇
格
し
て
大

湊
警
備
府
と
な
る
）
に
も
、
グ
ラ
マ
ン
や

B
2
9
な
ど
米
軍
機
が
頻
繁
に
来
襲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
間
に
は
津
軽
要
塞
が
あ
り
多

数
の
陸
海
軍
兵
が
駐
屯
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
艦
載
機
の
標
的
と
な
り
、
大
間
や
奥
戸
地
区
に
多
く
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
死
者
や
負

傷
者
が
出
た
。
大
間
崎
灯
台
も
爆
撃
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
の
よ
う
な
危
険
な
中
に
あ
っ
て
も
警
防
団
貝
や
女
子
消
防
隊
員
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
郷
土
の
守
護
神
と
し
て
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
た
功
績
は
、
戦
後
半
世
紀
を
経
過
し
た
今
日
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
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昭
和
十
六
年
(
-
九
四
一
）
十
二
月
八
日
、

入
る
と
戦
局
は
悪
化
し
て
、
国
民
生
活
は
疲
弊
し
て
い
っ
た
。
津
軽
海
峡
に
突
出
し
た
地
理
的
位
置
に
あ
っ
て
、

国
防
の
重
要
拠
点
と
さ
れ
た
津
軽
要
塞
の
大
間
軍
事
基
地
も
、
日
を
追
っ
て
緊
迫
の
度
合
い
を
強
め
、
戦
争
末
期
に
本
士
決
戦
の
最

大
拠
点
と
し
て
の
体
制
整
備
を
強
い
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
地
域
住
民
の
戦
闘
意
識
を
駆
り
立
て
地
域
単
位
の

団
結
と
行
動
、
防
空
の
要
と
し
て
の
警
防
団
の
動
き
は
活
発
を
極
め
た
。

婦
女
子
・
老
人
を
し
て
地
域
防
災
の
守
護
神
と
い
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
警
防
団
も
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
で

解
除
の
形
と
な
り
、
同
一
―
十
二
年
四
月
三
十
日
、
勅
令
一
八
五
号
で
公
布
さ
れ
た
「
消
防
団
令
」
に
よ
り
、
「
警
防
団
令
」
は
廃
止

さ
れ
て
、
警
防
の
国
務
に
携
わ
っ
た
短
い
歴
史
は
終
焉
を
迎
え
た
。
消
防
団
令
が
公
布
さ
れ
た
翌
年
三
月
七
B
、
大
間
町
消
防
団
が

結
成
さ
れ
て
新
し
い
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
青
森
県
警
防
議
会
大
間
支
部
は
青
森
県
消
防
協
会
大
間
支
部
と
改
称
さ
れ

て
、
そ
の
支
部
長
に
大
間
町
消
防
団
長
の
樋
口
源
太
郎
が
就
任
し
た
。

消
防
団
は
昭
和
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
、
手
曳
き
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
五
台
を
購
入
•
更
新
し
て
、
各
分
団
各
班
へ
配
備
し
団
員

数
を
一
―
―
五
人
に
増
強
し
、
消
防
力
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
消
防
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
八
月
九
日
、
消
防
団
幹
部
の
発
案
で
樋
口
団
長
・
御
厩
敷
分
団
長
ら
団
幹
部
が
発
起
人
と
な
っ
て
町
民
か
ら
二
五

0
万
円
の
寄
付
を
募
り
、
千
葉
県
の
市
原
ポ
ン
プ
昧
よ
り
ウ
イ
ー
ポ
ン
キ
ャ
リ
ア

戦

後

の

消

防

組

織

消

防

団

二
代
樋
口
源
太
郎

昭
和
ニ
―
•

， 
ノ‘

五
ー
昭
和
二
三
・

わ
が
国
の
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
た
太
平
洋
戦
争
は
、

＇ /‘ 

翌
年
に

（
四
輪
駆
動
車
）
ト
ヨ
タ
一

0
五
馬
力
の
最
新
鋭
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初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

笹

谷

賢

治

荒

谷

勝

郎

カ
）
を
購
入
し
常
備
部
へ
配
置
し
て
、
消
防
力
を
強
化
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
五
月
三
日
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
（
ト
ー
ハ
ツ
五
五
馬

カ
）
―
―
台
を
購
入
し
て
、
手
曳
き
ポ
ン
プ
を
更
新
し
た
。
な
お
、
こ
の
年
か
ら
随
時
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
ヘ
の
更
新
を
進
め
た
。

大
間
町
消
防
団
歴
代
団
長

昭
和
二
三
・

昭
和
三
五
・

昭
和
三
九
・

昭
和
五
三

・
I
O
・

昭
和
五
七
・

消
防
自
動
車
を
購
入
し
、
町
内
の
火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
隣

村
の
風
間
浦
村
の
火
災
や
佐
井
村
の
火
災
に
も
率
先
し
て
出
動
し
、

そ
の
威
力
を
存
分
に
発
揮
し
た
。
ま
た
、
四
人
の
職
員
で
常
備
部

を
設
置
し
て
、
初
期
出
動
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
、
消
防
団
組
織
を
変
更
し
て
三
分
団

体
制
と
し
、
材
木
を
第
三
分
団
、
団
員
数
を
二
五
人
と
し
、
手
曳

き
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
購
入
し
て
配
備
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
一

月
一
二
十
日
、
厳
し
い
町
財
政
の
中
で
理
事
者
の
理
解
を
得
て
、
消

七
ー
昭
和
三
五
・

一
ー
昭
和
三
九
・

-
i
昭
和
五
七
・

九
・
ニ
―

1
昭
和
五
九
・

； >

樋
口
源
太
郎

岩
瀬
武
三
郎

長
次
郎

島

八
・
ニ
六
！
昭
和
五

九

•
1
0

四

； 八
・
ニ
五

歴

代

氏

名

就

任

防
自
動
車
ポ
ン
プ
森
田
製
（
ト
ヨ
タ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
―
二
五
馬

写真 4-1

写真 4-2

初期の消防車

新鋭消防車

退

任
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第
二
分
団

第
三
分
団

第
一
分
団

本
団
付

（
全
域
）

本
団

（
全
域
）

0
昭
和
五
十
七
年

0
昭
和
四
十
四
年
(
-
九
六
九
）

小
型
動
カ
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
（
第
四
・
五
分
団
、
奥
戸
地
区
）
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ

電
動
ウ
イ
ン
チ

職
員
団
貝

消
防
機
器

昭
和
五
九
・

一
台
と
原
始
的
な
竜
吐
水
・
纏
．
鳶
ロ
・
斧
な
ど
の
消
防
器
具
を
も
っ
て
発
足
し
た

最
新
鋭
速
消
車
一
台
（
市
原
式
ポ
ン
プ
一
八

0
0
リ
ッ
ト
ル
積
載
）

1
0
ト
ン
積
み
水
槽
車
（
放
水
時
間
一
五
ー
ニ

0
分
間
）

0
平
成
二
年
(
-
九
九

0
)

新
型
消
防
自
動
車
、
出
力
三
キ
ロ
ボ
ル
ト
の
発
電
機
、

（
第
三
分
団
、
下
手

照
明
装
置
二
基
、
投
光
機
一
基
、
救
助
用

こ
の
よ
う
に
器
具
装
備
の
拡
充
に
努
め
た
結
果
、
平
成
三
年
四
月
一
日
現
在
の
大
間
町
消
防
団
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

二
0
0
人
（
女
性
一
四
人
）

水
槽
車
一
台
、
普
通
ポ
ン
プ
車
一
台
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
付
積
載
車
六
台
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
五
台
、
軽
可
搬
式

ポ
ン
プ
一
台

（
大
間
西
部
）

（
大
間
東
部
）

（
大
間
下
手
）

0
昭
和
六
十
一
年

地
区
）

消

防

器

具

の

変

遷

消
防
団
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
装
備
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。

卿
筒
（
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
）

六

代

中

島

隆

四

一
ー
在
任
中
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第 1節 肖、1 防

ブ

（
六
八
人
）

が
結
成
さ
れ
活
動
し
て
い
る
。

日
に
は
、
大
間
地
区
に
大
間
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
防
火
に
関
す
る
知
識
を
習
熟
し
、

述
べ
た
。
そ
し
て
、

同
消
防
ク
ラ
ブ
は
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
四
月
一
日
、

大
間
町
消
防
団
第
六
分
団
（
材
木
）

に
入
団
、

は
一
九
人
で
、
佐
々
木
委
貝
長
は
、
「
地
域

佐
々
木
き
よ
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
委
貝

佐
々
木
か
つ
ゑ
、
副
委
貝
長
に
佐
々
木
い
き

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
委
貝
長
に

独
自
の
組
織

0
)
＋
月
、
材
木
地
区
に

動
ぶ
り
を
高
く
評
価
さ
れ
て
、
県
知
事
表
彰

昭
和
五
十
五
年
(
-
九
八

旗
を
受
け
た
。

平
成
―
一
年
十
月
、
大
間
消
防
団
は
そ
の
活

材
木
）

第
六
分
団
（
婦
人
消
防
団
を
含
む
）

第
五
分
団

第
四
分
団

（
奥
戸
東
部
）

（
奥
戸
西
部
）

明
る
＜
安
全
な
地
域
と
家
庭
を
築
い
て
ゆ
き
ま
す
」
と
、
誓
い
の
言
葉
を

下
北
郡
で
は
初
の
婦
人
消
防
団
員
と
し
て
一
四
人
が

同
年
五
月
十
日
に
行
わ
れ
た
定
期
観
閲
式
に
初
め
て
参
加
し
た
。
平
成
三
年
八
月
十

（六

0
人
）
、
平
成
四
年
十
一
月
二
十
九
日
に
は
奥
戸
地
区
に
奥
戸
婦
人
消
防
ク
ラ

写真 4-3 婦人消防団

写真 4-4 幼年消防クラブ
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第 4章 防災・防犯

時
代
の
要
請 四

広
域
消
防
体
制

ま
た
、
奥
戸
地
区
の
浜
の
子
子
供
会
（
小
学
生
か
ら
中
学
一
年
生
ま
で
の
三
九
人
）

ブ
を
結
成
し
て
防
火
意
識
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、

は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
、

少
年
消
防
ク
ラ

そ
の
活
動
を
認
め
ら
れ
、
昭
和
六
十
三
年
度
全
国
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導
協
議
会
表
彰
で
表
彰
盾
を
、
平
成
六
年
度
同
協
議
会
表
彰
で
表
彰
旗
を
受
賞
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
一
日
に
は
、
幼
児
期
か
ら
防
火
意
識
の
根
を
植
え
付
け
よ
う
と
、
大
間
幼
稚
園
（
平
成
元
年
十
月
二
十
九

日
、
日
本
消
防
協
会
よ
り
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
授
与
）
、
大
間
保
育
園
、
大
間
崎
（
下
手
浜
保
育
所
）
、
奥
戸
保
育
所
に
そ
れ
ぞ
れ
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

消
防
団
は
毎
年
、
消
防
団
観
閲
式
を
行
い
、
服
装
や
機
械
・
器
具
の
点
検
、
放
水
訓
練
や
分
列
行
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

大
規
模
化
・
多
様
化
の
傾
向
を
強
め
る
災
害
に
対
処
し
て
、
消
防
力
の
強
化
と
近
代
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
四
十
六
年
(
-
九
九
一
）
六
月
一
日
、
広
域
消
防
体
制
を
促
す
政
令
第
一
七

0
号
が
出
さ
れ
た
。
こ
の

政
令
は
、
消
防
本
部
と
消
防
署
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
町
村
を
指
定
し
、
そ
の
指
定
を
受
け
る
と
消
防
費
充
実
の
財
源
が

得
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
一
日
、
む
つ
下
北
地
域
一
市
三
町
四
村
（
む
つ
市
・
大
畑
町
・
大
間
町
・
川
内
町
・

佐
井
村
・
脇
野
沢
村
・
風
間
浦
村
・
東
通
村
）
は
「
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
」
を
結
成
し
、
む
つ
市
に
消
防
本
部
を
憤
い
た
。

こ
の
消
防
本
部
を
核
に
広
域
消
防
体
制
が
成
り
、
下
北
全
域
は
消
防
無
線
・
通
侶
網
で
結
ば
れ
て
、
消
防
救
急
に
万
全
を
期
す
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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第 1節 消 防

二

代

松

原

忠

夫
広
城
消
防
体
制
の
成
立
に
よ
り
、
当
町
に
は
分
署
が
設
置
さ
れ
た
。
消
防
力
は
、
署
員
一
四
人
、
水
槽
付
ポ
ン
プ

車
一
台
、
普
通
ポ
ン
プ
一
台
、
救
急
車
一
台
と
広
報
車
一
台
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
員
二

0
0
人
、
充
足
率
は
一

0
0
%、
一
本
団
七
分
団
で
組
織
さ
れ
て
、
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
一
台
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
付
水

槽
車
一
台
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
付
積
載
車
五
台
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
五
台
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
充
足
率
は
八
六
・
六
％
で
あ
る
。

水
利
施
設
は
、
消
火
栓
六
四
基
（
う
ち
基
準
一

0
基
）
で
充
足
率
は
七
一
・
一
％
、
防
火
水
槽
三
三
基
が
あ
り
、
充
足
率
は
三
六
．

六
％
で
あ
る
。
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
(
-
九
七
三
）
四
月
か
ら
開
始
し
、
六
十
三
年
の
出
動
件
数
一
七
二
件
で
、

急
病
一
〇
一
件
、
交
通
事
故
二
三
件
、
そ
の
他
四
八
件
と
出
動
回
数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
本
来
の
消
防
活
動
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が

分
署
庁
舎
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
昭
和
五
十
二
年

六
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
二
階
建
て
、
延
べ

面
積
六
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
庁
舎
が
新
築
さ
れ
た
。

1
平
成
元
・
三
・
三

平
成
元
•
四
・
一
i

平
成
七
・
三
・
三
一

歴
代
分
署
長

初
代
伊
藤
冨
雄
昭
和
四
七
•
六

写真 4-5

あ
る
。

大間町消防団定期観閲式での一斉放水訓練

分大

間

消

署防

写真 4-6 大間消防署員
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消
防
署
は
一

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
の
建
築
確
認
や
消
防
設
備
の
着
工
届
、
完
成
検
査
な
ど
の
業
務
を
行
う
権
限
を

有
す
る
の
で
、
当
町
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
な
お
、
平
成
七
年
度
に
防
災
行
政
無
線
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。

大
間
消
防
署

長
以
下
二
四
人
で
、
新
し
い
態
勢
に
入
っ
た
。

平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
四
月
一
日
、
大
間
消
防
分
署
は
大
間
消
防
署
に
昇
格
し
た
。
そ
の
陣
容
は
佐
藤
昌
志
署

写真 4-7

表 4-1

大間消防署

消防施設の状況

区 分 単位 甚準数 現在数 充足率

常 消 消防職貝 人 28 14 50.0 

備 防
水槽付ポンプ車 台 1 1 100.0 

普通ポンプ車 台 1 1 100.0 
消 分

救 争Jじヽ 車 台 1 1 100.0 

防 署 広 報 車 台 1 1 100.0 

嘉消 防 団 員 人 200 200 100.0 

備 水槽付ポンプ車 台 2 1 50.0 
消 小型動カポンプ車 台 15 11 73.3 防

消 火 栓 基
64 71.1 

消 (10) (11.1) 
防
水

90 

利 防 火 水 槽 基 33 36.6 

※平成元年 3月現在。（ ）内は基準。充足率＝現在数／基準数
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第 1節 肖、1 防

平
成
八
年
四
月
二
十
四
日
、
大
間
消
防
署
で
は
初
の
、
下
北
地
域
広
域
消
防
で
は
四
人
目
と
な
る
救
急
救
命
士
が
誕
生
し
た
。

四
季
を
通
し
て
強
風
の
吹
く
日
が
多
い
当
地
方
は
、
昔
か
ら
し
ば
し
ば
大
火
と
台
風
に
襲
わ
れ
て
、
そ
の
度
に
大
き
な
損
害
を
被
っ

0

文
化
八
年
(
-
八
―
-
）
二
月
二
十
日

0
明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
）
二
月
二
十
日

0
明
治
三
十
七
年
七
月
二
十
二
日

0
明
治
四
十
一
年
四
月
二
日

0
昭
和
十
八
年
四
月
二

H

奥
戸
崇
徳
寺
全
焼
。

午
後
八
時
ご
ろ
、
大
間
の
民
家
か
ら
出
火
し
、
六
八
戸
焼
失
、
浜
町
通
り
の
繁
華
街
は
焦
土
と

0
昭
和
二
十
七
年
＋
月
八
日

0

昭
和
二
十
九
年
二
月
九
日

大
間
で
洪
水
。
奥
戸
の
七
五
戸
焼
失
。

大
間
小
学
校
全
焼
。

奥
戸
の
三
六
戸
全
焼
。

奥
戸
の
崇
徳
寺
全
焼
。

0

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
日

午
後
三
時
三
十
五
分
ご
ろ
、
奥
戸
・
上
町
民
家
よ
り
出
火
、
十
一
戸
焼
失
。

大
間
の
三
七
戸
全
焼
。

午
前
八
時
ご
ろ
、

大
間
公
会
堂
全
焼
。
損
害
二

0
0
万
円
、

台
風
一
五
号
。

化
し
た
。

0

昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
三
日

0

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
六
日

0
昭
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日

て
き
た
。

下
手
道
の
三
戸
全
焼
（
発
動
機
の
過
熱
）
。

―
二
戸
全
壊
、

五
奥
戸
・
大
間
の
大
火
・
災
害
の
記
録

一
人
死
亡
（
ス
ト
ー
ブ
の
過
熱
）
。

四
四
戸
半
壊
。
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第 4章防災・防犯

表 4-2 消防職貝の配置状況

平成 7年 4月 1日現在

： 
消 消 消 消 消 消 ノ口

防 防 防 防 防
司

司
司

士
副 防

令 ノ＂ 士
長 令 補 長 長 士 計

定貝 1 2 6 2 2 14 27 

現員 (1) 2 6 2 2 12 27 

表 4-3 車両配僅状況

平成 8年 4月 1日現在

所
車 名

年 > ポンプ 車体
適 用

在 式 数 製作 所 規格 製作所

大 水槽付消防ポンプ自動車 4 4 林木 田 A-2 日 野 水2,000HWD
間 救 告バよヽ 車 3 5 日 産 B-2 ・4WD 
消

指 人T 車 4 4 トヨタ防
署 化学消防ポンプ自動車 6 2 林＊ 田 A-2 日 野 水4,000e薬液500し

小型動カポンプ積載車 3 5 トーハッ C-1 日 産 本 団

大 小型動カポンプ付

水槽車 (10t) 
61 10 トーハツ B-2 イスズ 本団付分団

間
消 防 ポ ン プ 自 動車 2 6 林＊ 田 A-2 イスズ 第 1分団

小型動カポンプ付積載車 62 ， トーハッ B-2 トヨタ 第 1分団

小型動カポンプ付積載車 1 7 トーハッ B-2 トヨタ 第 2分団

町
小型動カポンプ付積載車 6 2 トーハッ B-2 ー・ 菱 第 3分 団

小型動カポンプ付積載車 8 1 トーハッ B-2 トヨタ 第 4分団

消 小型動カポンプ付
3 5 トーハツ B-2 スズキ 第 4分団

軽 積載 車

小型動カポンプ付積載車 68 8 トーハツ B-2 トヨタ 第 5分団
防

小型動カポンプ付

軽積載車
5 3 トーハツ B-2 ダイハッ 第 5分団

団 小型動カポンプ付
6 2 トーハッ B-2 ダイハッ 第 6分団

軽積載車
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第 1節 消 防

表 4-4 過去5年間の火災発生件数・焼損面積・損害額

こ 焼 損 面 積 損 害 額

建物 (mり 林野 (a) その他 (m') （千円）

平成 3年 1件 13.00 1件 65.00 2件 1,905

平成 4年 3件 7.90 3件 860 

平成 5年 3件 150.35 1件 95.00 4件 6,051

平成 6年 3件 124.00 1件 11.25 4件 9,001

平成 7年 2件 96.42 2件 2,276

表 4-5 管内町村発生救急出動件数

平成 6年

三町村り[J

火 自 水 交 労 運 加 自 争Jじハ そ ム口

妖腐 胃動 般 損
の

胃負
旦災 害 難 通 害 傷 害 病 他 計

大 間 町 1 28 2 2 7 1 71 18 130 

風 間 浦 村 6 2 17 25 

佐 井 村 1 1 

ムロ 計 1 34 2 2 ， 1 88 19 156 

平成 7年

大 間 町 1 17 10 1 98 22 149 

風 間 浦 村 1 1 

佐 井 村

ノロ 計 1 18 10 1 98 22 150 

平成 7年傷病程度別・大間町

死 亡 1 8 ， 
重 症 1 1 14 3 19 

中 等 症 7 6 29 16 58 

軽 症 10 3 42 3 58 

ムロ 計 1 17 10 1 93 22 144 
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第 4章 防災・防犯

写真 4-8 

写真 4-9

写真 4-I 0 

高潮で壊れた漁家（昭和30年）

奥戸の大火跡（昭和37年）

大雨による奥戸川の氾濫（昭和41年）

0
昭
和
三
十
年
十
二
月
三
十
日

0
昭
和
三
十
七
年
三
月
―
-
＋
七
日

0

昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
三
日

損
害
二
三

0
0
万
円
。

0
昭
和
五
十
年
九
月
五
日

大
間
の
住
宅
一
戸
全
焼
。

0

昭
和
四
十
六
年
―
一
月
十
―

-
B

被
災
者
四
五
五
人
、
損
害
一
億
円
。
災
害
救
助
法
が
発
動
さ
れ
た
。

大
間
浜
町
で
七
戸
全
焼
、

三
戸
半
焼
。

午
後
十
一
時
ご
ろ
、
奥
戸
漁
協
付
近
よ
り
出
火
し
、
中
心
街
の
九
五
戸
（
七
二
世
帯
）
全
焼
。

大
間
営
林
署
管
内
一
―
股
山
の
国
有
林
か
一

0
時
間
燃
え
続
け
て
、
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
焼
失
、

大
間
本
町
の
旅
館
二
棟
全
焼
、
住
家
二
棟
全
焼
。
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第 1節 消 防

0
平
成
六
年
六
月
十
九
日

0
平
成
七
年
三
月
十
八
日

0
昭
和
六
十
一
年
一
月
八
日

0
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日

0
昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
四
日

0
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
四
日

0
平
成
五
年
三
月
九
日

大
間
字
下
手
道
（
日
和
町
）
で
住
家
七
戸
全
焼
、
二
棟
半
焼
、
非
住
家
一
棟
全
焼
、
二
棟
半
焼
。

大
間
の
製
材
所
一
戸
、
非
住
家
一
棟
全
焼
、
車
両
三
台
全
焼
。

奥
戸
で
住
家
一
戸
半
焼
、
一
戸
部
分
焼
、
非
住
家
一
棟
全
焼
、

大
間
字
割
石
で
住
家
一
棟
全
焼
、
男
性
一
人
焼
死
。

大
間
字
大
間
平
の
町
営
住
宅
一
棟
二
世
帯
全
焼
。

奥
戸
旭
町
で
昼
火
事
。

大
間
字
割
石
で
一
戸
全
焼
。

一
棟
部
分
焼
。
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第 4章 防災・防犯

国 （四） 当
町
周
辺
の
海
は
、
夏
は
濃
霧
を
生
じ
、
冬
は
西
風
が
強
く
、
猛
吹
雪
・
大
暴
風
雨
と
な
る
。
太
平
洋
と
日
本
海
を
つ
な
ぐ
津
軽

海
峡
と
当
町
の
弁
天
島
の
沖
合
は
、
と
り
わ
け
潮
流
が
速
い
た
め
、
大
型
船
で
も
進
路
を
誤
っ
て
、
散
在
す
る
暗
礁
や
弁
天
島
に
乗

り
上
げ
、
船
体
を
破
損
し
た
り
沈
没
す
る
事
故
が
多
い
。

海
難
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
弁
天
島
に
大
間
灯
台
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
沿
革
・
構
造
・
設
備
は
次
の

位
置

と
お
り
で
あ
る
。

塗
色
お
よ
び
構
造

四
メ
ー
ト
ル
。 大

正
九
年
(
-
九
二

0
)
六
月
。
完
成
大
正
一

0
年
一

0
月
三

0
日
。
初
点
大
正
一

0
年
―
一
月
一

H°

灯
台
の
高
さ
基
礎
上
二
五
•
四
三
メ
ー
ト
ル
、
平
均
海
水
面
上
三
五
・
七
メ
ー
ト
ル
。

北
緯
四
一
度
三
三
分
、
東
経
一
四

0
度
五
五
分
。

黒
色
横
線
、
八
角
形
、

等
級
お
よ
び
灯
質

に）に （一）

起
工

大
間
崎
灯
台

の

建

設

第
四
級
、
群
閃
白
光
（
一
定
時
間
を
隔
て
て
単
一
の
閃
光
を
発
射
す
る
も
の
）

激
し
い
潮
流

第

二

節

海

難

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
基
礎
面
の
直
径
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
上
部
の
直
径
ニ
・

一
八
秒
を
隔
て
て
―
二
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第 2節 海 難

仇） 仏） 囮 （六）

写真 4-11 大間崎灯台

（＝） 

濃
霧
ま
た
は
吹
雪
の
よ
う
に
、
陸
地
は
も
ち
ろ
ん
、
灯
火
も
認
識
し

に
く
い
天
候
の
場
合
に
は
、
音
響
を
も
っ
て
航
路
を
指
導
す
る
。
四

0
秒
を
隔
て
て

三
秒
吹
鳴
を
反
復
す
る
。
音
達
距
離
は
風
向
・
風
カ
・
湿
度
な
ど
で
音
波
の
反
射
屈

折
吸
収
な
ど
が
一
様
で
な
い
た
め
に
、
音
達
は
常
に
不
定
で
あ
る
。
灯
台
と
同
時
に

設
置
さ
れ
た
。

開
局
は
昭
和
七
年
(
-
九
三
二
）
＋
二
月
十
五
日
。
灯
火

や
音
響
信
号
に
は
気
象
上
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
左
右
さ
れ
ず
に
数
倍
、

数
十
倍
の
遠
距
離
ま
で
伝
達
で
き
る
。
無
線
発
信
装
置
を
有
す
る
船
舶
が
霧
・
雪
・

雨
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る
と
き
や
、
陸
地
を
離
れ
て
遠
洋
航
海
す
る
と
き
、
自
船
の
位

罹
不
明
の
と
き
な
ど
に
、
コ
ン
パ
ス
局
二
局
以
上
を
呼
び
出
し
て
コ
ン
パ
ス
の
測
定

方
を
依
頼
し
た
上
で
、
自
ら
電
波
を
約
一
分
間
発
し
、
各
局
が
同
時
に
測
定
し
た
方

（□) 

ラ
ジ
オ
・
コ
ン
パ
ス

秒
間
に
三
閃
光
（
各
灯
台
が
み
な
閃
光
を
異
に
し
、
そ
の
灯
台
の
特
色
を
表
し
て
い
る
）
。

三
万
燭
光
。

灯
光
数

光
達
距
離
晴
天
の
夜
一
七
海
里

明
孤
（
灯
火
を
見
得
る
範
囲
）
八
度
よ
り
三
一
七
度
ま
で
。

発

光

法

六

0
0
燭
光
チ
ャ
ン
ス
式
石
油
白
熱
灯
を
光
源
と
し
、

レ
ン
ズ
に
よ
り
四
散
す
る
光
を
集
中
拡
大
し
、

回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
万
燭
光
の
閃
光
を
発
す
る
。
石
油
ガ
ス
を
圧
搾
空
気

で
上
送
し
て
点
火
す
る
。

サ
イ
レ
ン

（
三
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
。

レ
ン
ズ
を
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水
難
事
故
へ
の
救
助
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
昭
和
五
十
三
年
(
-
九
七
八
）
六
月
十
五
日
、
日
本
水
難
救
済
会
青
森
県
支
部

大
間
救
難
所
が
設
懺
さ
れ
た
。
所
長
に
は
御
厩
敷
友
吉
が
就
任
し
、
九
組
二
二
二
人
の
構
成
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
県
内
で

は
五
番
目
の
開
設
で
あ
っ
た
。

大
間
沖
の
海
難
事
故
で
最
も
古
い
も
の
は
、
元
回
船
問
屋
・
伝
法
屋
武
内
昭
夫
家
所
蔵
の
古
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
七
月
に
、
米
ニ
ニ
ニ
九
俵
を
積
ん
だ
船
が
大
間
湊
、
弁
天
島
で
破
損
し
た
。

0
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
＋
月
三
十
日

外

国

船

イ
ギ
リ
ス
の
商
船
ア
ス
モ
ー
ル
号
（
ト
ン
数
不
詳
）
が
弁
天
島
の
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
イ
ギ
リ
ス
の
領
事
館
員

が
救
助
の
た
め
に
出
向
い
て
き
た
。
そ
れ
よ
り
早
く
大
間
の
村
民
た
ち
は
、
積
極
的
に
同
船
の
救
助
作
業
に
当
た
っ
た
。
翌
年

（
慶
応
元
年
）
六
月
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
時
計
を
南
部
藩
に
贈
っ
て
、
謝
意
を
表
し
て
い
る
。

大
間
救
護
所

の

開

設

れ
た
。

海

難

史

位
を
海
図
に
当
て
て
ク
ロ
ー
ズ
ベ
ア
リ
ン
グ
を
求
め
、
自
船
の
位
置
を
知
り
得
る
。
こ
の
よ
う
に
三

0
分
か
四

0
分
ご
と
に
測

定
を
依
頼
し
、
肉
眼
で
は
見
ら
れ
な
い
洋
上
を
安
全
に
航
海
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
大
間
灯
台
は
平
成
三
年
(
-
九
九
一
）
四
月
、
無
人
化
が
実
現
し
て
、
七

0
年
に
及
ん
だ
灯
台
守
の
歴
史
に
終
止
符
が
打
た

明
治
三
十
七
年
(
-
九

0
四
）
に
、
帝
国
水
難
救
済
会
の
大
間
救
難
所
が
設
立
さ
れ
、
多
く
の
漁
業
組
合
員
が
会

員
と
な
っ
た
。
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0

昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
月
五
日

わ
れ
る
。

0
大
正
三
年
(
-
九
一
四
、
月
日
不
詳
）

イ
ギ
リ
ス
の
貨
物
船
ラ
ン
ゴ
号
（
五

0
0
0
ト
ン
）

波
浪
に
打
た
れ
て
沈
没
し
た
。

0

明
治
三
十
五
年
(
-
九

0
二
、
月
日
不
詳
）

イ
ギ
リ
ス
船
ア
ス
ト
ン
号

(
=
1
0
0
0
ト

ン
）
が
弁
天
島
沖
合
の
大
間
瀬
に
座
礁
し
、

が
弁
天
島
に
座
礁
し
、
数
日
後
に
風
波
の
た
め
船
体
は
二
つ
に
折
れ
た
。

後
半
部
は
流
さ
れ
て
行
方
不
明
と
な
り
、
船
貝
も
避
難
の
途
中
、
逆
巻
く
波
浪
に
呑
ま
れ
て
数
名
が
溺
死
し
た
。
同
船
に
積
ま

れ
て
い
た
綿
•
石
油
・
自
動
車
・
飛
行
機
な
ど
の
日
用
品
は
、
破
船
後
に
各
地
へ
漂
着
し
て
、
浜
辺
の
人
々
を
喜
ば
せ
た
と
い

ま
た
、
数
人
の
イ
ン
ド
人
乗
組
員
は
破
船
後
、
大
間
に
上
陸
し
て
熊
谷
旅
館
に
泊
ま
り
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
た
と

写真 4-12 英国船アスモール号救助の

お礼に英国ビクトリア女王

から南部藩に贈られた金の

懐中時計と猟銃

れ
た
。

両
は
ど
の
二
歩
金
が
積
ま
れ
て
い
た
と
噂
さ

一
五

0
人
は
ど
だ
っ
た
が
、
船
に
は
八

0
万

大
間
沖
の
貝
殻
瀬
で
遭
難
し
た
。
乗
組
貝
は

ア
メ
リ
カ
船
（
船
名
・
ト
ン
数
不
詳
）
が

〇
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
七
月
二
十
一
日
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被
害
に
よ
り
死
者
一
人
の
犠
牲
が
生
じ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
貨
物
船
バ
リ
ス
テ
号
（
六
一
―

1
0
0
ト
ン
）
は
吹
雪
の
た
め
進
路
を
誤
り
、
根
田
内
の
沖
合
一

0
0
0
メ
ー
ト
ル

の
所
に
座
礁
し
た
が
、
積
荷
の
約
七

0
0
0
俵
の
大
豆
を
海
中
に
投
棄
す
る
こ
と
で
、
な
ん
と
か
離
礁
で
き
た
。
積
荷
は
満
州

大
豆
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
を
一
月
一
日
に
出
航
し
て
、
ホ
ン
コ
ン
ヘ
向
か
う
途
中
の
海
難
で
あ
っ
た
。

大
間
の
大
消
丸
（
漁
船
）
は
、
大
間
と
汐
首
岬
の
中
間
で
機
関
が
故
障
し
て
漂
流
中
、

上
り
、

小
苔
な
海
難
事
故
は
、

0
昭
和
三
十
九
年
一
月
二
十
日

0

平
成
五
年
七
月
二
十
四
日

そ
れ
こ
そ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
は
ど
で
あ
る
。

ソ
連
船
ド
ブ
イ
号

(
1
0
四
0
ト
ン
）

突
然
の
猛
吹
雪
で
、
操
業
中
の
漁
船
多
数
が
遭
難
し
た
。
被
害
船
は
三
九
隻
（
滅
失
八
隻
、
中
破
四
隻
、
小
破
二
七
隻
）

死
者
五
人
（
大
間
漁
協
三
人
、
奥
戸
漁
協
二
人
）
、
行
方
不
明
一
人
（
大
間
漁
協
）
の
犠
牲
が
生
じ
た
。

に

北
海
道
奥
尻
島
沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
八
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
漁
船
を
避
難
中
に
津
波

広
島
県
の
貨
物
船
第
一
一
進
徳
丸
（
四
八
五
ト
ン
）
が
大
間
沖
で
沈
没
し

0
昭
和
―
二
十
八
年
一
月
十
六

H

に
救
助
さ
れ
た
。

日

本

船

0
昭
和
三
十
五
年
(
-
九
六

0
)
九
月
二
十
八
日

一
人
が
救
助
さ
れ
一

0
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
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明
治
維
新
後
に
定
め
ら
れ
た
警
察
制
度
は
、
頻
繁
に
改
変
さ
れ
た
。
新
政
府
は
明
治
二
年
(
-
八
六
九
）
七
月
、

ぎ
ょ
う
ぶ

治
安
維
持
を
つ
か
さ
ど
る
刑
部
省
を
設
置
し
、
同
省
は
四
年
に
司
法
省
と
改
称
さ
れ
た
。

ら
そ
つ

同
年
十
月
、
従
来
の
密
偵
は
逼
卒
と
改
称
さ
れ
、
欧
米
先
進
国
に
倣
っ
て
ポ
リ
ス
と
呼
ば
れ
た
。

青
森
県
に
お
け
る
警
察
制
度
の
ル
ー
ツ
は
、
明
治
四
年
十
一
月
に
県
が
青
森
に
民
事
堂
を
設
罹
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
県
で
は
民
事
堂
内
に
庶
務
・
聴
訟
・
租
税
・
出
納
・
営
繕
の
五
課
を
設
け
、
聴
訟
課
の
中
に
取
締
所
や
見
張
所
を
位
置
づ
け

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
制
度
と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
明
治
七
年
十
二
月
に
、
青
森
に
警
察
掛
出
張

所
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

翌
八
年
三
月
、
県
は
政
府
の
布
達
を
受
け
て
、
黒
石
・
弘
前
・
鯵
ケ
沢
•
五
所
川
原
・
田
名
部
・
七
戸
・
五
戸
・
八
戸
•
福
岡
の

九
か
所
に
警
察
掛
出
張
所
を
設
置
し
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
大
区
を
冠
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
年
十
月
、
遁
卒
は
巡
査
と

改
称
さ
れ
、
警
部
の
職
制
も
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
大
区
に
警
察
出
張
所
、
小
区
に
屯
所
が
設
置
さ
れ
た
。

逼

卒

か

ら

巡

査

へ 第
三
節

警
察
と
裁
判
所

明
治
維
新
後
の
警
察
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一
月
二
十
六
日
の
内
務
省
達
（
乙
第
五
号
）
に
よ
っ
て
、
東
京
府
を
除
く
府
県
は
、

「
従
来
取
扱
有
之
候
警
察
出
張
所
並
屯
所
ノ
名
儀
ヲ
廃
シ
、
更
二
出
張
所
ヲ
警
察
署
、
屯
所
ヲ
分
署
卜
改
称
シ
、

各
設
懺
ス
ル
所
ノ
地
名
ヲ
冠
」
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
全
国
的
な
警
察
署
制
度
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
青
森
県
は
、
同
年
二
月
十
三
日
付
（
布
達
甲
第
二
八
号
）
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
通
達
し
た
。

一
、
第
一
大
区
警
察
出
張
所
ヲ
青
森
警
察
署
卜
改
称

一
、
第
二
大
区
警
察
出
張
所
ヲ
第
三
大
区
警
察
出
張
所
へ
合
併
、
弘
前
警
察
署
卜
改
称

一
、
第
四
、
五
大
区
警
察
出
張
所
ヲ
合
併
、
第
四
大
区
ハ
小
区
木
造
村
へ
移
シ
木
造
警
察
署
卜
改
称

一
、
第
六
大
区
警
察
出
張
所
ヲ
第
七
大
区
警
察
出
張
所
へ
合
併
、
野
辺
地
警
察
署
卜
改
称

一
、
第
八
大
区
警
察
出
張
所
ヲ
第
九
大
区
警
察
出
張
所
へ
合
併
、
八
戸
警
察
署
卜
改
称

こ
う
し
て
、
県
内
の
九
つ
の
警
察
出
張
所
が
整
理
統
合
さ
れ
て
、
青
森
・
弘
前
・
木
造
・
野
辺
地
・
八
戸
の
五
警
察
署
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
屯
所
は
警
察
分
署
に
昇
格
し
、
県
内
に
三
六
の
警
察
分
署
が
で
き
た
。

六
九
番
地
の
新
田
角
太
郎
宅
を
借
り
受
け
て
庁
舎
と
し
、
三
等
巡
査
一
人
と
四
等
巡
在
一
人
を
擁
し
て
、
第
六
大

区
四
小
区
（
大
間
・
奥
戸
•
佐
井
•
長
後
·
蛇
浦
・
易
国
間
の
六
か
村
）
を
管
轄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
十
一
年
(
-
八
七
八
）
九
月
に
、

田
名
部
警
察
分
署
が
野
辺
地
警
察
署
か
ら
分
離
し
て
警
察
署
に
昇
格
す
る
と
、
大
間
分
署

は
同
警
察
署
の
管
轄
に
移
さ
れ
た
。
明
治
十
六
年
八
月
、
大
間
分
署
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
本
州
北
端
の
要
地
に
分
署
は
必
要
で
あ
る

と
の
声
が
起
こ
り
、
明
治
二
十
一
年
一
月
、
五
年
ぶ
り
に
分
署
が
再
発
足
し
、
大
間
村
字
大
間
九
一
番
地
の
山
本
慶
次
郎
宅
で
執
務

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
都
合
に
よ
り
庁
舎
は
同
年
一
二
月
、
元
の
新
田
角
太
郎
宅
へ
戻
っ
た
。

大

間

警

察

分

署

警

察

署

の

誕

生

明
治
十
年
(
-
八
七
七
）

野
辺
地
警
察
署
管
内
に
田
名
部
・
大
畑
・
川
内
・
大
間
の
各
分
署
が
設
罹
さ
れ
た
。
大
間
分
署
は
大
間
村
字
大
間
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築
し
て
、
大
間
分
署
に
寄
付
し
た
。

そ
こ
で
地
元
民
は
、
大
間
五
四
番
地
の
官
有
地
二
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
木
造
平
屋
建
て
一
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
庁
舎
を
新

明
治
二
十
二
年
四
月
の
こ
と
で
、
大
間
分
署
（
三
駐
在
所
、
署
長
一
人
・
巡
査
五
人
）
の
管
轄

は
大
奥
・
佐
井
・
風
間
浦
の
三
か
村
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
四
月
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
、
大
間
村
と
奥
戸
村
は
合
併
し
て
大
奥

大
間
警
察
署

大
正
十
二
年
(
-
九
二
三
）
十
二
月
の
通
常
県
会
に
お
い
て
、
大
奥
・
風
間
浦
・
佐
井
三
か
村
の
村
長
か
ら
大
間

警
察
分
署
の
庁
舎
改
築
費
用
―
二

0
0
0
円
と
、
庁
舎
隣
接
地
の
大
字
大
間
四
八
番
地
二
号
地
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル

の
寄
付
採
納
顧
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
こ
れ
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
十
三
年
七
月
に
、
庁
舎
改
築
工
事
に
着
手
し
、

十
月
に
木
造
平
屋
建
て
―
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
庁
舎
が
竣
工
し
た
。
こ
れ
は
大
間
警
察
分
署
の
警
察
署
昇
格
を
め
ざ
し
て
の
こ
と

で
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
大
正
十
五
年
七
月
一
日
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）
九
月
、
大
間
警
察
署
は
分
署
に
格
下
げ
さ
れ
た
が
、
同
十
五
年
七
月
に
再
昇
格
し
た
。

日
中
戦
争
が
長
期
化
し
て
、
固
家
総
動
員
体
制
の
確
立
を
め
ざ
す
政
府
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
昭
和
十
四
年
ニ

一
月
、
警
防
団
令
を
公
布
し
て
従
来
の
防
護
団
と
消
防
組
を
統
合
し
た
民
間
警
防
団
を
各
市
町
村
に
結

成
さ
せ
、

九
三
九
）

こ
れ
を
警
察
署
の
指
揮
下
に
臨
い
た
。
こ
の
警
防
団
の
日
的
は
、
防
空
・
防
火
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

戦
争
遂
行
の
た
め
の
統
制
経
済
を
進
め
て
い
た
政
府
は
昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）
九
月
十
九
日
、
物
価
と
賃
金

を
凍
結
し
、
各
警
察
署
の
経
済
保
安
課
（
係
）
に
経
済
事
犯
の
取
り
締
ま
り
と
摘
発
に
当
た
ら
せ
た
。

統
制
経
済
下
で
ヤ
ミ
物
資
が
横
行
す
る
の
は
当
然
で
、
そ
の
た
め
経
済
警
察
官
は
多
忙
を
極
め
た
。

当
地
方
で
は
、
漁
具
類
や
海
産
物
な
ど
も
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
さ
れ
た
。

経

済

警

察

節
参
照
）
。

警

防

団

村
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

（第
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れ
公
安
委
貝
会
が
設
罹
さ
れ
た
。

自
治
体
警
察

の

発

足

明
治
維
新
後
の
裁
判
所

明
治
二
十
一
年
(
-
八
八
八
）
十
一
月
、
青
森
治
安
裁
判
所
大
間
出
張
所
（
初
代
所
長
・
書
記
古
川
八
郎
）
が
、
大
間
二
五
番
地

武
内
伝
兵
衛
宅
を
無
賃
で
借
り
受
け
て
開
設
さ
れ
た
。
翌
二
十
二
年
十
二
月
に
は
、
大
間
八
番
地
伝
法
文
太
郎
宅
に
移
転
し
、
翌
二

十
三
年
十
月
、
野
辺
地
裁
判
所
大
間
出
張
所
に
改
称
さ
れ
た
。
同
出
張
所
は
明
治
三
十
六
年
四
月
、
大
間
字
下
手
道
一
番
地
に
移
転

し
、
同
三
十
九
年
九
月
、
青
森
区
裁
判
所
大
間
出
張
所
と
な
り
、
翌
四
十
年
四
月
、
大
間
四
一
番
地
に
あ
る
大
間
区
有
財
産
で
あ
る

建
物
を
庁
舎
に
充
て
た
。

大
奥
・
風
間
浦
•
佐
井
の
三
か
村
を
管
轄
と
し
、
主
任
書
記
が
常
駐
し
た
。
警
察
署
と
同
じ
く
裁
判
所
も
ま
た
、
改
組
・
改
編
・

改
称
が
頻
繁
に
な
さ
れ
た
。

青
森
区
裁
判
所
大
間
出
張
所
は
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、

戦
後
の
警
察

戦
後
、

現
在
む
つ
簡
易
裁
判
所
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

日
本
を
占
領
し
た

G
H
Q
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
は
、
中
央
集
権
的
な
日
本
の
警
察
機
構
を
解
体
す
べ

＜
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
九
月
、
片
山
内
閣
に
、
警
察
を
国
家
地
方
替
察
と
自
治
体
警
察
に
二
分
す
る
こ

と
を
指
示
し
た
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
警
察
法
に
よ
っ
て
、
国
家
地
方
警
察
と
自
治
体
警
察
の
二
本
立
て
と
な
り
、
双
方
に
そ
れ
ぞ
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写真 4-13 かつての大間警察署

写真 4-14 現在の大間警察署

た
。
そ
の
後
、
財
政
難
に
加
え
て
、

九
月
、
住
民
投
票
に
よ
っ
て
大
間
地
区
警
察
署
の
廃
止
を
決
定
し
た
。

の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
一

0
0
0
日
を

大
間
町
・
風
間
浦
村
・
佐
井
村
）

月
二
十
八
日
に
は
、
管
内
―
―
一
か
町
村

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
密
漁
の
取
り
締

交

通

事

故

対

策

要
任
務
の
―
つ
に

七
月
、
新
庁
舎
が
落
成
し
た
。

市
お
よ
び
人
口
五

0
0
0
人
以
上
の
市
街
的
町
村
に
は
市
町
村
警
察
が
設
罹
さ
れ
、
市
町
村
長
の
管
轄
の
下
に
市
町
村
公
安
委
貝

会
が
置
か
れ
て
、
管
理
運
営
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
青
森
県
内
の
三
市
二
九
町
に
自
治
体
警
察
が
誕
生
し
、
大
間
も
そ
れ
に
倣
っ

と
か
く
国
家
地
方
警
察
と
の
関
係
が
円
滑
さ
を
欠
き
続
け
た
た
め
、
大
間
町
は
昭
和
二
十
六
年

施
行
で
、

結
局
、
自
治
体
警
察
は
警
察
法
改
正
に
よ
っ
て
、
国
家
警
察
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
、
新
警
察
法
の

現
在
の
大
間
警
察
署
が
発

足
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
一
年

大
間
警
察
署
の
主

ま
り
と
摘
発
で
あ
る
。
ま
た
、
大
間

警
察
署
は
、
町
の
交
通
安
全
協
会
と

と
も
に
交
通
事
故
撲
滅
運
動
を
展
開

し
、
昭
和
五
十
年
(
-
九
七
五
）
ニ
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表4-6 大間町の交通事故

氏

名

歴
代
警
察
署
長

階

級

在任期間

年 件数 死者 傷者 年 件数 死者 傷者

悶44 11 1 14 58 16 2 20 

45 14 18 59 16 17 

46 16 1 20 60 19 19 

47 15 20 61 18 1 23 

48 13 15 62 18 19 

49 13 16 63 15 27 

50 11 12 
平成

17 27 元

51 7 8 2 18 1 26 

52 14 1 13 3 18 17 

53 11 15 4 16 18 22 

54 14 17 5 17 

゜
23 

55 ， ， 6 22 1 32 

56 15 19 7 16 

゜
17 

57 19 1 24 

表 4-7 交通信号機設置一覧表（大間警察署管内）

番号 設置交差点名 設置年月 8 会社名

1 小 島商店前 昭和51.11.11 小糸

2 古川旅館前 昭和52.11.22 ” 
3 消 防 署 前 昭和55.9.30 尽． ＝ 

4 大間バイパス中央 昭和56.9. 3 ＂ 
5 ときわ町住宅前 昭和56.11.17

＂ 

大

間

町

の

交

通

事

故

さ
ら
に
同
五
十
一
年
六
月
二
十
三
日
に
は
、

ゼ
ロ
一
五

0
0
日
を
達
成
し
た
。

官
民
一
体
の
交
通
事
故
撲
滅
運
動
を
展
開
し
て
も
、

交
通
事
故
を
漸
増
さ
せ
て
い
る
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
と
交
通
モ
ラ
ル
の
低
下
は
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高

橋

寛

亮

”
 

大

正

七

八

警
部
補

四
一
・
―
ニ
・
ニ
六

ー

大

正

七

藤
田
政
五
郎

＂ 

五
・
一
五

四
一
・
―
ニ
・
ニ
六

吉
田

泉 庸

”
 

二
六

七
・
一
七

五
・
一
五

下
山

＂ 

九
・
一
八

二
六

七
・
一
七

〈
大
間
町
警
察
署
〉

蝦
名
丈
之
進

柴
田
久
之
助

能
登
谷
誠
一

土
屋
熊
三
郎

＂ 

九
・
一
八

野

崎

久

代

巡

査

部

長

心

得

警

部

樋
口

工
藤

寺
澤

浩

＂ 

光

家

警

部

補

松

緑

巡

査

部

長

心

得

＇ ノ‘

＇ ノ‘

， 
ノ‘

＇ ノ‘

工

藤

松

緑

＂ 

明
治
ニ
ニ
・三

ニ
ニ
・
一

O・

ニ
ニ
•
1
O・

一
四

ニ
ニ
・
一
―
•
一
八

>： 口
三
―
・

1
 

O・ 

口
三
ニ
・
―
ニ
・
ニ
四

三
四
・

三
五
・

三
八
・

； 四
・
ニ
ニ

五
・
ニ
五

三
・
ニ
八

七
・
ニ
五

三
・
ニ
五

口ニ
ニ
・
一

O・

ニ
ニ

・
1
0
・
一
四

ニ
ニ
・
一
―
・
一
八

： >： 三一

・
I
O
・

三
三
ニ
・
―
ニ
・
ニ
四

三
四
・

三
五
・

三
八
・

三
・
ニ
八

七
・
ニ
五

三
・
ニ
五

五
・
一
七

四
・
ニ
三

五
・
ニ
五

巡
査
心
得

五
・
一
七

蝦
名
丈
之
進

中
村
岩
次
郎

警
部
補

巡
査
心
得

巡
査
代
理

五

林

繁

太

郎

五

石

川

久

治

巡

査
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権
八

工
藤
勘
四
郎

斎
藤

中
山

貞
吉

”
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四

＇ /‘ 

五
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五
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八

一
四
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五
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1
0
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田
末
四
郎

； 

一
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ニ
九

＇ ノ‘

八

”
 

九
•
四
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ノ‘

1
0
 

>

忠
助

”
 

八

九

九
•
四

＇ ノ‘

岩
渕
直
太
郎

II 

七

， 
ノ‘

八

九

斎

藤

慶

吉

”
 

＇ ノ‘

＇ ノ‘

七

， 
ノ‘

長
谷
川
助
六

”
 

五

六
・
ニ
六

＇ ノ‘

＇ ノ‘

対

馬

佐

吉

＂ 

四
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八
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1
0

五

六
・
ニ
六

石
坂

小
山
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雄

徳
松
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四
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八
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1
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”
 

五
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五
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一
・
ニ
七

木
村
徳
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郎

工
藤
景
一
郎

小
向
清
之
助

”
 

昭
和

一
・
ニ
六

五
•
五

＂ 

一
五
•
四
・
一
七
ー
昭
和

一
・
ニ
六

”
 

一
四
•
五
・
一
五

一
五
•
四
・
一
七

貴
田
粕
太
郎
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―
ニ
・
―
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・
一
四

一
四
•
五
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一
五

秋
元
金
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”
 

七
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一
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―
―
―
•
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一
四

吉

田

榮

吉

＂ 

1
 

O
·
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―
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一
六

七
・
―
七

今

丑

太

郎

警

部

補

八

1
0
•
一
―
•
一
六
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二

浦
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松
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